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本
修
士
論
文
は
、
探
偵
小
説
雑
誌
『
宝
石
』
の
創
刊
年
で
あ
る
一
九
四
六
年
に
着
目

し
、
そ
の
誌
面
に
捉
え
ら
れ
た
同
時
代
言
説
の
分
析
を
通
し
て
、
敗
戦
直
後
の
日
本
に

お
け
る
言
説
空
間
の
編
成
の
一
端
を
探
偵
小
説
雑
誌
と
い
う
大
衆
的
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら

再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
探
偵
小
説
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
探
偵
小
説
に
は
犯
行
動
機

や
ト
リ
ッ
ク
と
い
っ
た
作
品
の
構
成
要
素
に
同
時
代
の
社
会
状
況
が
影
響
す
る
場
合
が

あ
る
。
本
論
文
で
は
そ
う
し
た
探
偵
小
説
の
性
質
と
、
占
領
初
期
の
極
め
て
早
い
時
期

か
ら
探
偵
小
説
が
大
衆
に
広
く
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
流
行
の
中

心
的
存
在
で
あ
っ
た
『
宝
石
』
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
極
め
て
高
い
発
行
部
数
を
誇
っ

た
創
刊
年
の
『
宝
石
』
の
誌
面
は
、
江
戸
川
乱
歩
や
横
溝
正
史
を
は
じ
め
と
し
た
戦
前

か
ら
の
既
成
作
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
敗
戦
後
に
確
立
し
た
新
興
メ
デ
ィ
ア

で
あ
り
な
が
ら
も
、
戦
前
・
戦
中
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
側
面
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
。
本
論
文
で
は
そ
う
し
た
創
刊
年
の
『
宝
石
』
の
性
質
に
も
目
を
向
け
、
新

興
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
『
宝
石
』
と
、
そ
こ
に
集
っ
た
既
成
作
家
に
よ
る
作
品
の
双
方

の
視
点
か
ら
、
一
九
四
六
年
の
『
宝
石
』
が
捉
え
た
敗
戦
直
後
の
言
説
空
間
の
多
角
的

な
考
察
を
試
み
た
。

　

第
一
章
「『
宝
石
』
創
刊
年
に
み
る
探
偵
小
説
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
形
成
」
で
は
、「
サ

ロ
ン
放
談
」「
探
偵
小
説
壇
」「
宝
石
函
」
の
三
コ
ー
ナ
ー
を
中
心
に
、
一
九
四
六
年
の

『
宝
石
』
に
掲
載
さ
れ
た
評
論
や
随
想
を
取
り
上
げ
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
形
成
に
お
け
る

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（General H

eadquarters, Suprem
e Com

m
ander for the 

A
llied Pow

ers

、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
。
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
と
米
国
の

影
響
と
、
民
主
化
を
め
ぐ
る
同
時
代
言
説
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

創
刊
年
の
『
宝
石
』
で
は
、
よ
り
推
理
の
面
を
重
視
す
る
本
格
探
偵
小
説
を
求
め
る

傾
向
に
あ
り
、
大
衆
に
広
く
親
し
ま
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
を
試
み
た
。
幅

広
い
読
者
層
を
持
つ
米
国
で
の
探
偵
小
説
受
容
の
形
態
は
そ
の
理
想
像
と
し
て
度
々
言

及
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
大
尉
を
招
い
た
座
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
占
領
下
に
あ
っ
た
同
時

代
状
況
を
利
用
し
た
積
極
的
な
情
報
収
集
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一

方
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
、
自
国
の
大
衆
文
化
と
の
共
通
性
が
高
く
、
民
主
主
義
的
な
文
化
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
探
偵
小
説
を
通
し
て
民
主
主
義
の
浸
透
を
図
っ
た
形
跡
が
み
ら
れ
、

『
宝
石
』
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
間
に
は
あ
る
種
の
相
互
利
用
的
関
係
性
が
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
考
察
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
、
創
刊
年
の
『
宝
石
』
が
、
米
国
を
範
に
取
っ

た
健
全
的
か
つ
文
化
的
な
本
格
探
偵
小
説
と
い
う
方
針
を
定
め
る
こ
と
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
主

導
で
民
主
化
が
進
め
ら
れ
た
敗
戦
直
後
の
言
説
空
間
の
中
に
探
偵
小
説
を
位
置
付
け
よ

う
と
し
た
と
結
論
付
け
た
。
し
か
し
、
創
刊
年
の
『
宝
石
』
で
は
、
戦
前
に
不
健
全
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
変
格
探
偵
小
説
の
再
掲
や
、
戦
時
下
で
人
気
を
博
し
た
捕

物
帳
の
特
集
が
散
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
企
画
が
読
者
の
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
た
事

実
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

続
く
第
二
章
以
降
で
は
、
既
成
作
家
に
よ
る
同
時
代
を
題
材
と
し
た
具
体
的
な
作
品

の
分
析
を
通
し
て
、
彼
ら
が
一
九
四
六
年
の
『
宝
石
』
の
誌
面
上
に
捉
え
た
同
時
代
言

説
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

第
二
章
「
水
谷
準
「
ウ
イ
ル
ソ
ン
夫
人
の
化
粧
室
」
論
」
で
は
、
水
谷
準
に
よ
る
短

優
秀
修
士
論
文
概
要

探
偵
小
説
雑
誌
『
宝
石
』
の
一
九
四
六
年

ベ
ン
ト　

勇
亮
ヘ
ン
リ
ー
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篇
「
ウ
イ
ル
ソ
ン
夫
人
の
化
粧
室
」（『
宝
石
』
一
九
四
六
年
四
月
）
を
取
り
上
げ
、
作

中
に
描
か
れ
た
敗
戦
と
占
領
に
ま
つ
わ
る
同
時
代
言
説
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

日
本
人
の
「
私
」
が
、
幼
少
期
に
友
人
で
あ
る
米
国
人
の
デ
ニ
イ
の
家
で
「
真
珠
の

首
飾
」
を
盗
ん
だ
こ
と
を
、
敗
戦
後
に
占
領
軍
の
将
校
と
し
て
再
び
日
本
を
訪
れ
た
彼

に
打
ち
明
け
て
謝
罪
す
る
と
い
う
寓
話
的
な
作
品
構
造
か
ら
は
、
占
領
期
日
本
に
お
い

て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
情
報
教
育
局
が
展
開
し
た
、
戦
争
に
対
す
る
罪
の
意
識
を
日
本
に
広
く

根
付
か
せ
る
「
ウ
ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
顕
著

な
影
響
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
デ
ニ
イ
が
快
く
「
私
」
の
罪
を
赦
す
と
い
う
結
末
は
、

作
品
発
表
翌
月
に
開
廷
し
た
極
東
国
際
軍
事
裁
判
を
通
し
て
裁
か
れ
た
日
本
の
実
態
と

は
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
敗
戦
直
後
の
日
本
社
会
に
存
在
し
た
、
敗
戦
と
占
領
の
事
実
に
対
す
る

楽
観
的
な
言
説
と
、
作
者
で
あ
る
水
谷
が
公
職
追
放
の
指
定
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
着

目
し
、
そ
の
二
つ
の
事
象
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
希
望

的
観
測
に
基
づ
く
結
末
部
の
表
象
が
生
み
出
さ
れ
た
と
考
察
し
た
。
そ
の
考
察
を
踏
ま

え
、「
ウ
ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
影
響
と
占
領

に
対
す
る
楽
観
的
な
態
度
が
併
存
す
る
「
ウ
イ
ル
ソ
ン
夫
人
の
化
粧
室
」
は
、
段
階
的

な
変
化
の
途
中
に
あ
っ
た
占
領
初
期
の
米
国
観
と
、
敗
戦
・
占
領
を
め
ぐ
る
言
説
の
形

成
を
捉
え
た
作
品
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

　

第
三
章
「
丘
丘
十
郎
「
蜂
矢
風
子
探
偵
簿
」
論
」
で
は
、
海
野
十
三
が
丘
丘
十
郎
の

筆
名
で
形
成
し
た
連
作
短
篇
小
説
「
蜂
矢
風
子
探
偵
簿
」（「
沈
香
事
件
」『
宝
石
』
一

九
四
六
年
五
月
／
「
妻
の
艶
書
」『
宝
石
』
一
九
四
六
年
七
月
）
を
取
り
上
げ
、
作
中

に
描
か
れ
た
女
性
の
社
会
進
出
に
ま
つ
わ
る
同
時
代
言
説
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

敗
戦
直
後
の
日
本
で
は
、
一
九
四
六
年
に
誕
生
し
た
女
性
議
員
や
女
性
警
官
を
は
じ

め
、
女
性
の
社
会
進
出
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。「
蜂
矢
風
子
探
偵
簿
」
で
も
、

当
時
の
最
新
の
流
行
に
身
を
包
み
、
若
く
し
て
自
身
の
探
偵
事
務
所
を
構
え
る
女
性
探

偵
の
蜂
矢
風
子
が
「
新
時
代
の
日
本
女
性
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
中
で
描

か
れ
た
そ
の
実
態
は
極
め
て
非
力
な
存
在
で
あ
り
、
作
者
の
海
野
が
戦
前
・
戦
中
に
執

筆
し
た
作
品
に
登
場
す
る
女
性
探
偵
同
様
に
、
封
建
的
な
性
質
を
帯
び
て
い
た
。

　

本
章
で
は
、
女
性
の
社
会
進
出
が
メ
デ
ィ
ア
で
扱
わ
れ
る
一
方
で
、
男
性
の
復
職
や

国
の
失
業
対
策
に
よ
っ
て
女
性
労
働
者
が
職
域
か
ら
追
い
や
ら
れ
て
い
た
同
時
代
状
況

に
着
目
し
、
そ
の
ね
じ
れ
た
言
説
空
間
が
、
蜂
矢
風
子
の
人
物
像
の
形
成
に
大
き
く
影

響
を
与
え
た
と
考
察
し
た
。
そ
の
考
察
を
踏
ま
え
、「
蜂
矢
風
子
探
偵
簿
」
は
、
恣
意

的
に
形
成
さ
れ
た
「
新
時
代
の
日
本
女
性
」
言
説
の
影
で
、
そ
の
否
定
と
、
封
建
的
な

女
性
像
へ
の
回
帰
が
行
わ
れ
た
同
時
代
の
言
説
空
間
の
矛
盾
を
捉
え
た
作
品
で
あ
る
と

結
論
付
け
た
。

　

第
四
章
「
渡
辺
啓
助
「
盲
目
人
魚
」
論
」
で
は
、
渡
辺
啓
助
の
「
盲
目
人
魚
」（『
宝

石
』
一
九
四
六
年
一
〇
〜
一
一
月
）
を
取
り
上
げ
、
作
中
に
描
か
れ
た
復
員
兵
に
ま
つ

わ
る
同
時
代
言
説
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

敗
戦
直
後
の
日
本
で
は
、
大
規
模
な
復
員
に
伴
い
、
生
活
難
に
苦
し
む
復
員
兵
の
存

在
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。「
盲
目
人
魚
」
で
は
、
復
員
兵
を
一
つ

の
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
存
在
と
捉
え
ず
に
、
そ
の
下
に
あ
る
個
々
人
の
人
物
像
に
迫

る
表
象
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
表
象
形
態
は
、
作
者
の
渡
辺
が
戦
時
下
で
発
表
し
た
「
ま

す
ら
を
工
房
」（『
科
学
と
國
防　

譚
海
』
一
九
四
二
年
五
月
）
に
み
ら
れ
る
傷
痍
軍
人

表
象
と
共
通
し
て
お
り
、
復
員
兵
に
対
す
る
偏
見
を
克
服
す
る
動
き
が
指
摘
で
き
た
。

し
か
し
、
同
時
に
、
敗
戦
後
の
復
員
兵
を
取
り
巻
い
た
困
難
の
実
態
が
多
く
見
落
と
さ

れ
て
い
る
一
面
も
み
ら
れ
た
。

　

本
章
で
は
、
近
親
者
を
は
じ
め
と
し
た
復
員
兵
の
当
事
者
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て

彼
ら
を
迎
え
入
れ
る
態
度
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
同
時
代
状
況
に
着
目
し
、
当
事
者

で
な
い
「
私
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
「
盲
目
人
魚
」
で
は
、
復
員
兵
を
め
ぐ
る
事
件
が

一
過
性
の
出
来
事
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
と
考
察
し
た
。
そ
の
考
察
を
踏
ま
え
、
後
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年
の
探
偵
小
説
に
散
見
さ
れ
る
一
族
の
崩
壊
を
象
徴
す
る
復
員
兵
像
と
は
異
な
る
復
員

兵
の
姿
を
描
い
た
「
盲
目
人
魚
」
は
、
復
員
兵
の
存
在
が
種
々
雑
多
な
社
会
混
乱
の
一

事
象
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
敗
戦
直
後
の
言
説
空
間
の
実
情
を
捉
え
た
作
品
で
あ
る

と
結
論
付
け
た
。

　

終
章
で
は
、
各
章
の
結
論
を
踏
ま
え
、
一
九
四
六
年
の
『
宝
石
』
の
誌
面
か
ら
浮
か

び
上
が
る
敗
戦
直
後
の
言
説
空
間
の
様
相
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

創
刊
年
の
『
宝
石
』
は
、
民
主
化
に
基
づ
い
た
言
説
空
間
の
再
編
成
と
密
接
に
連
動

し
、
本
格
探
偵
小
説
に
よ
る
健
全
な
探
偵
小
説
文
化
の
確
立
と
い
う
目
標
に
向
け
た
メ

デ
ィ
ア
形
成
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
依
然
と
し
て
高
い
人
気
を
誇
っ
た

捕
物
帳
や
変
格
探
偵
小
説
も
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
一
環
と
し
て
用
い
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
。

本
論
文
で
扱
っ
た
既
成
作
家
に
よ
る
三
作
品
も
、
敗
戦
直
後
の
言
説
空
間
の
再
編
成
に

伴
う
社
会
変
化
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
題
材
と
し
、
新
た
な
概
念
や
価
値
基
準
を
作
品
内

に
取
り
入
れ
る
動
き
を
見
せ
た
。
し
か
し
、「
ウ
イ
ル
ソ
ン
夫
人
の
化
粧
室
」
で
は
敗

戦
と
占
領
の
実
態
を
楽
観
視
す
る
結
末
、「
蜂
矢
風
子
探
偵
簿
」
で
は
封
建
的
な
女
性

像
へ
の
回
帰
、「
盲
目
人
魚
」
で
は
戦
時
下
の
傷
痍
軍
人
表
象
と
の
結
び
つ
き
が
指
摘

で
き
、
い
ず
れ
の
作
品
に
も
、
戦
前
・
戦
中
に
お
け
る
概
念
や
価
値
基
準
へ
と
帰
結
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
傾
向
を
踏
ま
え
、
一
九
四
六
年
の
『
宝
石
』
で
は
、
敗
戦
と
占
領
に
伴
う

価
値
基
準
の
変
容
の
中
で
戦
前
・
戦
中
と
連
続
す
る
言
説
空
間
が
再
編
成
さ
れ
る
段
階

的
な
変
化
の
序
幕
を
捉
え
て
い
る
と
結
論
付
け
た
。

　

本
論
文
で
は
、
各
章
で
の
考
察
を
通
し
、
明
確
な
痕
跡
と
と
も
に
敗
戦
直
後
の
段
階

的
な
言
説
形
成
の
一
端
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
と
も
す
れ
ば
乱
歩
個
人

の
動
向
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
敗
戦
直
後
の
日
本
社
会
と
日
本
探
偵
小
説
界
の
か
か

わ
り
を
多
少
な
り
と
も
異
な
っ
た
視
点
か
ら
捉
え
な
お
し
た
こ
と
で
、
占
領
期
研
究
と

日
本
探
偵
小
説
研
究
の
接
続
可
能
性
も
改
め
て
提
起
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文

で
扱
っ
た
対
象
は
極
め
て
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
後
の
研
究
で
は
、
本
論
文
を

足
掛
か
り
に
そ
の
対
象
を
一
九
四
七
年
以
降
の
『
宝
石
』
へ
と
広
げ
る
こ
と
で
、
占
領

期
日
本
に
お
け
る
言
説
空
間
の
再
編
成
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
そ
の
段
階
的
な
変
化

の
明
確
化
を
試
み
る
。


